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桜川市の新成人、力強く誓いの言葉桜川市の新成人、力強く誓いの言葉

シトラスで、１月８日「はたちの集い」が開催シトラスで、１月８日「はたちの集い」が開催
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■ 桜川市消防団出初式

■ 収税課からのお知らせ

■ 震災支援に関する見舞金などの申請受付の終了時期／

　 震災被害者への税の軽減措置／農業委員会からのお知らせ

■ 臨時バス『和の風号』に乗って“真壁のひなまつり”へ行こう！

■ 桜川市消防団出初式

■ 収税課からのお知らせ

■ 震災支援に関する見舞金などの申請受付の終了時期／

　 震災被害者への税の軽減措置／農業委員会からのお知らせ

■ 臨時バス『和の風号』に乗って“真壁のひなまつり”へ行こう！
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消
防
団
と
し
て
の
使
命

　
桜
川
市
消
防
団
は
、
現
在
、
女

性
消
防
分
団
（
１
団
）
を
含
む
計

37
分
団
で
、
女
性
12
人
・
男
性

５
５
１
人
の
総
勢
５
６
３
人
と
消

防
ポ
ン
プ
車
36
台
の
体
制
で
消

防
・
防
災
の
任
務
に
あ
た
っ
て
い

ま
す
。

　
そ
の
使
命
は
、
地
域
の
皆
様
の

生
命
財
産
を
守
り
、
安
心
安
全
な

ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
く
こ

と
で
す
。
そ
の
た
め
日
頃
か
ら
、

防
火
・
防
災
思
想
の
普
及
啓
発
を

図
る
と
と
も
に
、
団
員
一
人
ひ
と

り
が
日
々
の
訓
練
や
予
防
活
動
を
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４
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第
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団
員
　
増ま
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第
27
分
団
　
　
団
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つ

本も
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か

浩ひ
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第
29
分
団
　
　
団
員
　
西に

し

村む
ら

友と
も

重か
ず

第
34
分
団
　
　
団
員
　
塩し

お

谷や

武た
け

彦ひ
こ

市
長
感
謝
状
授
与
者
〈
勤
続
６
年

以
上
〉

団
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第
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あ
き
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第
９
分
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関ぜ
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貴た
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第
16
分
団
　
分
団
長
　
村む

ら

田た

英え
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第
18
分
団
　
分
団
長
　
中な

か

川が
わ

浩ひ
ろ

明あ
き

第
20
分
団
　
分
団
長
　
中な

か

澤ざ
わ

寿と
し

昭あ
き

第
23
分
団
　
分
団
長
　
増ま

す

渕ぶ
ち

　
崇

た
か
し

第
24
分
団
　
分
団
長
　
廣ひ

ろ
さ
わ
し
ょ
う
い
ち

澤
正
一

第
26
分
団
　
分
団
長
　
櫻さ

く
ら
い
た
か
あ
き

井
崇
明

第
30
分
団
　
分
団
長
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お

木き
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つ
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第
33
分
団
　
分
団
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塚つ

か

本も
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光み
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第
34
分
団
　
分
団
長
　
杉す

ぎ

山や
ま

芳よ
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信の
ぶ

第
１
分
団
副
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団
長
　
佐さ

野の

直な
お
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第
２
分
団
副
分
団
長
　
深ふ

か

谷や

　
隆

た
か
し

第
19
分
団
副
分
団
長
　
尾お

見み

一か
ず

博ひ
ろ

第
21
分
団
副
分
団
長
　
大お

お

圃は
た

裕ゆ
う

樹き

第
23
分
団
副
分
団
長
　
櫻さ

く

ら

い

よ

し

み

井
喜
美

【
銀
杯
２
号
】〈
勤
続
15
年
以
上
〉

第
３
分
団
　
分
団
長
　
大お

お

塚つ
か

重し
げ

光み
つ

第
５
分
団
　
分
団
長
　
高た

か

橋は
し

康や
す

夫お

第
７
分
団
　
分
団
長
　
坪つ

ぼ

井い

進し
ん

一い
ち

第
８
分
団
　
分
団
長
　
勝か

つ

田た

　
晃

あ
き
ら

第
９
分
団
　
分
団
長
　
大お

お

関ぜ
き

貴た
か

夫お

第
18
分
団
　
分
団
長
　
中な

か

川が
わ

浩ひ
ろ

明あ
き

第
23
分
団
　
分
団
長
　
増ま

す

渕ぶ
ち

　
崇

た
か
し

第
24
分
団
　
分
団
長
　
廣ひ

ろ
さ
わ
し
ょ
う
い
ち

澤
正
一

第
26
分
団
　
分
団
長
　
櫻さ

く
ら
い
た
か
あ
き

井
崇
明

第
30
分
団
　
分
団
長
　
青あ

お

木き

　
努

つ
と
む

第
19
分
団
副
分
団
長
　
尾お

見み

一か
ず

博ひ
ろ

第
23
分
団
副
分
団
長
　
櫻さ

く

ら

い

よ

し

み

井
喜
美

第
24
分
団
副
分
団
長
　
高た

か

橋は
し

　
潔

き
よ
し

第
30
分
団
　
　
部
長
　
宮み

や

本も
と

久ひ
さ

司し

第
７
分
団
　
　
班
長
　
大お

お

塚つ
か

善ぜ
ん

治じ

第
26
分
団
　
　
班
長
　
上う

え

野の

悦え
つ

男お

茨
城
県
消
防
協
会
長
報
償
者

【
金
杯
】〈
勤
続
５
年
以
上
〉　

第
１
分
団
　
分
団
長
　
榎え

の
き
ど
ひ
ろ
ひ
こ

戸
裕
彦

第
16
分
団
　
分
団
長
　
村む

ら

田た

英え
い

治じ

第
20
分
団
　
分
団
長
　
中な

か

澤ざ
わ

寿と
し

昭あ
き

第
33
分
団
　
分
団
長
　
塚つ

か

本も
と

光み
つ

晴は
る

第
34
分
団
　
分
団
長
　
杉す

ぎ

山や
ま

芳よ
し

信の
ぶ

第
１
分
団
副
分
団
長
　
佐さ

野の

直な
お

樹き

第
２
分
団
副
分
団
長
　
深ふ

か

谷や

　
隆

た
か
し

第
21
分
団
副
分
団
長
　
大お

お

圃は
た

裕ゆ
う

樹き

第
33
分
団
副
分
団
長
　
高た

か

久く

繁し
げ

之ゆ
き

第
34
分
団
副
分
団
長
　
鈴す

ず

木き

　
茂

し
げ
る

第
16
分
団
　
　
部
長
　
菊き

く

池ち

一か
ず

昭あ
き

第
34
分
団
　
　
部
長
　
渡わ

た

辺な
べ

正ま
さ

人と

第
14
分
団
　
　
班
長
　
戸と

田だ

光み
つ

徳の
り

第
14
分
団
　
　
班
長
　
秋あ

き

山や
ま

　
浩

ひ
ろ
し

重
ね
、
災
害
に
際
し
一
致
団
結
し

て
任
務
を
全
う
す
る
覚
悟
で
活
動

し
て
い
ま
す
。

活
動
状
況

　
平
成
23
年
中
、
市
内
で
は
26
件

の
火
災
が
発
生
し
、
内
18
件
が
建

物
火
災
で
し
た
。
消
防
団
は
昼
夜

を
問
わ
な
い
火
災
に
も
迅
速
に
現

場
に
駆
け
つ
け
、
消
防
署
な
ど
と

連
携
し
て
消
火
活
動
を
行
う
ほ

か
、
地
震
・
台
風
な
ど
の
自
然
の

猛
威
に
対
す
る
防
災
活
動
な
ど
に

あ
た
っ
て
い
ま
す
。

　
昨
年
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災

に
お
い
て
は
、
消
防
・
防
災
の
精

第
24
分
団
副
分
団
長
　
高た

か

橋は
し

　
潔

き
よ
し

第
33
分
団
副
分
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長
　
高た

か
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繁し
げ

之ゆ
き

第
34
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団
副
分
団
長
　
鈴す

ず

木き

　
茂

し
げ
る

第
16
分
団
　
　
部
長
　
菊き

く

池ち

一か
ず

昭あ
き

第
30
分
団
　
　
部
長
　
宮み

や

本も
と

久ひ
さ

司し

第
34
分
団
　
　
部
長
　
渡わ

た

辺な
べ

正ま
さ

人と

第
７
分
団
　
　
班
長
　
大お

お

塚つ
か

善ぜ
ん

治じ

第
14
分
団
　
　
班
長
　
戸と

田だ

光み
つ

徳の
り

第
14
分
団
　
　
班
長
　
秋あ

き

山や
ま

　
浩

ひ
ろ
し

第
15
分
団
　
　
班
長
　
萩は

ぎ

原わ
ら

剛た
け

志し

第
16
分
団
　
　
班
長
　
仁に

平へ
い

　
進

す
す
む

第
26
分
団
　
　
班
長
　
上う

え

野の

悦え
つ

男お

第
30
分
団
　
　
班
長
　
枝え

だ

　
善よ

し

徳の
り

第
４
分
団
　
　
団
員
　
斎さ

い

藤と
う

健け
ん

一い
ち

第
４
分
団
　
　
団
員
　
鈴す

ず

木き

誠せ
い

治じ

第
７
分
団
　
　
団
員
　
齋さ

い

藤と
う

　
寿

ひ
さ
し

第
12
分
団
　
　
団
員
　
増ま

す

田だ

清せ
い

一い
ち

第
27
分
団
　
　
団
員
　
松ま

つ

本も
と

孝た
か

浩ひ
ろ

第
29
分
団
　
　
団
員
　
西に

し

村む
ら

友と
も

重か
ず

第
34
分
団
　
　
団
員
　
塩し

お

谷や

武た
け

彦ひ
こ

平
成
23
年
・
24
年
表
彰
者

　
現
役
消
防
団
で
、
平
成
23
年
・

24
年
に
表
彰
を
受
け
ら
れ
た
方
の

概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。（
敬

称
略
）

日
本
消
防
協
会
長
表
彰

【
功
績
章
】　

団
本
部
　
　
　
団
長
　
皆み

な

川か
わ

光み
つ

吉よ
し

【
精
績
章
】　

団
本
部
　
　
本
部
員
　
鈴す

ず

木き

定さ
だ

明あ
き

茨
城
県
知
事
表
彰

神
を
根
底
に
各
団
員
が
一
致
団
結

し
、
我
を
さ
て
お
き
、
市
民
の
皆

様
へ
の
停
電
・
断
水
・
生
活
配
水

の
給
水
情
報
な
ど
の
広
報
活
動
お

よ
び
生
活
用
水
・
飲
料
水
の
給
水

活
動
、
ま
た
、
一
人
暮
ら
し
の
お

年
寄
り
の
方
な
ど
の
安
否
確
認
・

救
援
な
ど
の
支
援
活
動
に
あ
た
り

ま
し
た
。

防
災
へ
の
誓
い
を
新
た
に

　
こ
の
よ
う
に
、
消
防
団
員
の
皆

さ
ん
は
、
郷
土
を
愛
す
る
崇
高
な

消
防
精
神
と
強
い
責
任
感
の
下
、

市
民
の
生
命
と
財
産
を
守
る
た
め

献
身
的
な
任
務
に
あ
た
ら
れ
て
い

ま
す
。

　
本
日
の
出
初
式
を
機
に
消
防
団

員
と
し
て
の
使
命
を
再
認
識
し
て

い
た
だ
き
、
新
た
な
気
持
ち
で
伝

統
あ
る
消
防
精
神
の
高
揚
を
図
り

市
民
の
信
頼
と
期
待
に
応
え
ら
れ

る
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
平
成
23
年
退
職
消
防
団
員

　
式
典
で
は
、
市
消
防
団
退
職
に

あ
た
り
報
償
・
表
彰
な
ど
を
次
の

方
々
が
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

　（
敬
称
略
・
分
団
・
職
名
は
元
）

消
防
庁
長
官
報
償
伝
達

【
銀
杯
１
号
】〈
勤
続
25
年
以
上
〉

団
本
部
　
副
団
長
　
　
穐あ

き

山や
ま

與よ

市い
ち

【
永
年
勤
続
功
労
章
】〈
勤
続
20
年
〉

団
本
部
　
　
本
部
員
　
稲い

な

川が
わ

重し
げ

昭あ
き

ほ
か
９
人

茨
城
県
消
防
協
会
表
彰

【
功
労
章
】〈
勤
続
15
年
以
上
〉

第
23
分
団
　
分
団
長
　
栗く

り

原は
ら

崇た
か

夫お

ほ
か
10
人

市
長
表
彰

【
永
年
勤
続
功
労
章
】〈
勤
続
20
年
〉

団
本
部
　 

本
部
員
　
稲い

な

川が
わ

重し
げ

昭あ
き

ほ
か
９
人

【
勤
続
章
】〈
勤
続
10
年
〉

第
34
分
団
　
分
団
長
　
告つ

げ

　
恒つ

ね

男お

ほ
か
32
人

【
分
団
章
】〈
特
別
功
労
、
操
法
大

会
出
場
分
団
〉

第
19
分
団
、
第
20
分
団
、
第
21
分

団
、
第
22
分
団

【
感
謝
状
】（
火
災
鎮
圧
功
労
者
）

犬
田
地
区
　
　
　
　
　
磯い

そ

　
秀ひ

で

樹き

　
同
　
　
　
　
　
　
　
鈴す

ず

木き

祐ゆ
う

樹き

（
消
防
施
設
協
力
者
）　

真
壁
町
真
壁
　
　
　
　
中な

か

村む
ら

和か
ず

雄お

筑
西
広
域
消
防
本
部
消
防
長
表
彰

【
優
良
分
団
】
第
19
分
団
、
第
20

分
団
、
第
21
分
団
、
第
22
分
団

消
防
団
長
表
彰

【
優
良
分
団
】

第
４
分
団
、
第
11
分
団
、
第
24
分

団
、
第
31
分
団
、
第
32
分
団

　
平
成
24
年
桜
川
市
消
防
団
出
初
式
が
１
月
９
日
（
月
）、
大
和
ふ
れ
あ

い
セ
ン
タ
ー
「
シ
ト
ラ
ス
」
を
会
場
に
、
市
内
の
全
37
消
防
分
団
と
消
防

署
な
ど
か
ら
関
係
者
５
０
２
人
と
ポ
ン
プ
車
な
ど
36
台
が
参
加
し
て
盛
大

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
式
典
で
は
、
中
田
市
長
の
式
辞
の
後
、
表
彰
並
び
に
感
謝
状
の
伝
達
お

よ
び
授
与
が
行
わ
れ
、
責
任
感
を
持
っ
て
献
身
的
な
活
躍
を
し
て
き
た
消

防
団
員
を
称
え
ま
し
た
。

　
式
典
の
最
後
に
は
、
勇
壮
な
分
列
行
進
と
市
内
３
か
所
の
池
・
沼
で
一

斉
放
水
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

大
震
災
で
は
、
市
内
の
被
災
者
支
援
に
尽
力

桜
川
市
消
防
団
出
初
式

大和ふれあいセンターで、市内３7消防分団と消防署などから
関係者 502人が出席して平成 24年の出初式は行われました。

式典最後には、関係者および消防車両が参加して分列行進が行われました。
12 台の消防ポンプ車による長者池（真壁町谷貝地区）での放水試験。
池の中央に向け一斉放水しました。
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■
平
成
24
年
度
か
ら
　
　
　
　

市
税
の
全
期
前
納
報
奨
金
制
度

が
変
更
に
な
り
ま
す

　
昨
年
の
第
４
回
市
議
会
定
例
会

に
お
い
て
市
条
例
の
一
部
改
正
案

が
議
決
さ
れ
、
次
の
と
お
り
改
正

さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

（
改
正
内
容
）

・
個
人
市
県
民
税

　
全
期
前
納
報
奨
金
を
廃
止

・
固
定
資
産
税

　
全
期
前
納
報
奨
金
の
支
給
上
限

額
を
10
万
円
か
ら
５
万
円
に
改
正

※
市
県
民
税
と
は
、
一
般
的
に
住

民
税
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
す
。
　

　　
前
納
報
奨
金
制
度
は
、
昭
和
25

年
に
地
方
税
法
が
制
定
さ
れ
、
税

収
の
早
期
確
保
と
自
主
納
税
意
欲

の
向
上
を
目
的
に
創
設
さ
れ
ま
し

た
。

　
し
か
し
、
同
じ
市
県
民
税
で

あ
っ
て
も
、
特
別
徴
収
者
（
給
与

や
年
金
か
ら
の
天
引
き
の
方
）
に

は
適
用
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら

不
公
平
感
の
解
消
と
財
政
健
全
化

の
一
環
と
し
て
、
今
回
の
一
部
改

正
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
納
付
書
ま
た
は
口
座
に
よ
る
全

期
前
納
（
一
括
納
付
）
に
つ
い
て

は
、
今
ま
で
ど
お
り
行
え
ま
す
。

　
未
納
と
な
っ
て
い
る
市
税
等
は

督
促
状
や
催
告
書
な
ど
で
、
逐
次

お
知
ら
せ
を
し
て
お
り
ま
す
が
、

納
め
忘
れ
を
し
て
い
る
方
が
多
い

こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

　
滞
納
と
な
っ
た
市
税
等
に
は
、

督
促
手
数
料
や
延
滞
金
ま
で
納
め

て
い
た
だ
く
よ
う
に
な
り
ま
す
の

で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　　
税
・
料
金
の
納
期
限
一
覧
に
つ

い
て
は
年
度
初
め
に
、
市
広
報
紙

に
掲
載
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
各

家
庭
に
お
い
て
は
カ
レ
ン
ダ
ー
に

記
入
す
る
な
ど
、
納
期
内
納
付
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
納
税
相
談
を
実
施
し
て
い
ま
す

　
市
で
は
次
の
よ
う
に
平
日
延
長

業
務
・
休
日
業
務
を
行
っ
て
い
ま

す
。
納
税
相
談
・
納
税
な
ど
に
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

 

平
日
延
長
窓
口

・
実
施
日
／
毎
週
木
曜
日

・
時
間
／
平
日
19
時
30
分
ま
で

 

休
日
納
税
相
談

・
実
施
日
／
毎
月
の
最
終
日
曜
日

・
時
間
／
９
時
～
16
時

※
場
所
は
、
い
ず
れ
も
市
役
所
大

和
庁
舎
一
階(

収
税
課)

と
な
り

ま
す
。

　
な
お
、
口
座
振
替
で
全
期
前
納

さ
れ
て
い
る
方
で
、
期
別
納
付
に

変
更
を
希
望
す
る
場
合
は
、
新
た

に
届
け
出
を
し
て
い
た
だ
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　
今
後
と
も
納
税
者
の
皆
様
に
は

税
負
担
の
公
平
性
と
財
源
確
保
の

た
め
ご
理
解
を
い
た
だ
き
、
市
税

等
の
納
付
に
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

■
市
税
滞
納
整
理
の
取
り
組
み

　
昨
年
の
11
月
、
収
納
向
上
対
策

の
一
環
に
よ
り
市
職
員
に
よ
る
一

斉
納
税
推
進
を
行
い
ま
し
た
。

　
推
進
の
結
果
に
つ
い
て
は
次
表

の
と
お
り
で
す
。

■
市
税
等
の
納
付
に
は
便
利
な

口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　
納
税
な
ど
に
は
、
も
っ
と
も
確

実
で
安
全
な
口
座
振
替
を
お
勧
め

し
て
い
ま
す
。

　
市
税
等
を
口
座
振
替
で
行
い
ま

す
と
納
め
忘
れ
も
な
く
安
心
で

す
。

　
口
座
振
替
の
申
込
み
は
、
市
役

所
各
庁
舎
、
市
内
の
金
融
機
関
・

郵
便
局
の
窓
口
で
簡
単
に
行
え
ま

す
。

■
滞
納
者
に
対
し
滞
納
処
分
を

実
施
し
て
い
ま
す

　
市
で
は
滞
納
が
か
さ
み
、
納
税

意
思
が
な
い
な
ど
の
悪
質
な
滞
納

者
に
対
し
、
財
産
の
差
押
え
に
よ

り
滞
納
処
分
を
行
っ
て
い
ま
す
。

差
押
え
の
対
象
は
、
給
与
・
預
貯

金
・
不
動
産
・
生
命
保
険
な
ど
多

岐
に
わ
た
り
ま
す
。

　
今
年
度
も
差
押
え
た
不
動
産
の

公
売
を
実
施
し
て
お
り
ま
す

　
不
動
産
の
公
売
に
関
す
る
情
報

は
、
各
庁
舎
の
窓
口
で
「
公
売
の

ご
案
内
」
並
び
に
、市
の
広
報
紙
・

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
に
掲
載
す
る
な

ど
し
て
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

市　　県　　民　　税 ７，７２１，８００

固　定　資　産　税 ６，８３８，２００

軽　自　動　車　税 ８１９，４００

国 民 健 康 保 険 税 ８，７０８，７００

介　護　保　険　料 ３０９，４７０

後期高齢者医療保険料 ７６８，１００

督　促　手　数　料 １５９，６００

延　　　滞　　　金 ７０１，８００

合　　　　　計 ２６，０２７，０７０

■�市税の全期前納報奨金制度が変更になります

■�市税滞納整理の取り組み

■�納税相談を実施しています

■�市税等の納付には便利な口座振替をご利用く
ださい

■滞納者に対し滞納処分を実施しています

収税課からの
お知らせ

■ 問合先／収税課 ☎５８- ５１１１、７５- ３１１１（内線１１３７・１１３９)

納税一斉推進結果表：円（平成 23 年 12 月 20 日現在）
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　「
茨
城
県
・
桜
川
市
か
ら
の
災

害
見
舞
金
」
お
よ
び
「
日
本
赤
十

字
社
・
共
同
募
金
会
・
茨
城
県
か

ら
の
義
援
金
」
に
つ
い
て
は
、
申

請
期
限
が
、
い
ず
れ
も
本
年
３
月

30
日
（
金
）
ま
で
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　「
被
災
者
生
活
再
建
支
援
制
度

に
よ
る
支
援
金
」
に
つ
い
て
は
、

住
宅
の
被
害
程
度
に
応
じ
て
支
給

す
る
支
援
金
（
基
礎
支
援
金
）
は
、

申
請
期
限
が
平
成
25
年
４
月
10
日

（
水
）、
ま
た
、
住
宅
の
再
建
方
法

に
応
じ
て
支
給
す
る
支
援
金
（
加

算
支
援
金
）
は
、
申
請
期
限
が
平

成
26
年
４
月
10
日
（
木
）
ま
で
と

な
り
ま
す
。

〈
対
象
被
害
お
よ
び
支
給
額
な
ど

に
つ
い
て
は
、
社
会
福
祉
課 

災

害
見
舞
金
・
義
援
金
担
当
も
し
く

は
、
広
報
さ
く
ら
が
わ
12
月
号
で

ご
確
認
く
だ
さ
い
。〉

　
見
舞
金
・
義
援
金
へ
の
申
請
に

は
市
が
発
行
す
る「
り
災
証
明
書
」

が
必
要
で
す
。

　
つ
き
ま
し
て
は
、
見
舞
金
・
義

援
金
を
申
請
す
る
た
め
に
は
、
必

ず
２
月
29
日
（
水
）
ま
で
に
「
り

災
証
明
書
」
の
申
請
を
さ
れ
る
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。

　
２
月
29
日
以
降
に
、
り
災
証
明

書
の
申
請
を
し
た
場
合
、見
舞
金
・

義
援
金
の
申
請
期
限
ま
で
に
「
り

災
証
明
書
」
が
発
行
で
き
な
い
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。

■
問
合
先
／ 

社
会
福
祉
課 

災
害

見
舞
金
・
義
援
金
担
当 

（
☎
58-

５
１
１
１
・
75-

３
１
１
１
、

内
線
２
３
１
２
・
２
３
１
５
）

国
税
・
地
方
税
の
軽
減
措
置

　
震
災
に
よ
り
被
害
を
受
け
ら
れ

た
方
は
、
所
得
税
な
ど
の
軽
減
・

免
除
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
、
確

定
申
告
な
ど
の
手
続
を
行
う
こ
と

に
よ
り
、
税
金
の
還
付
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
地
方

税
の
軽
減
措
置
な
ど
も
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
（
下
表
参
照
）。

　
軽
減
措
置
な
ど
を
受
け
る
た
め

に
は
、
手
続
き
が
必
要
と
な
る
場

農
地
を
相
続
し
た
と
き
は
農
業

委
員
会
に
届
出
が
必
要
で
す

　
農
地
法
が
改
正（
平
成
21
年
度
）

さ
れ
、
相
続
な
ど
に
よ
る
農
地
法

の
許
可
を
要
し
な
い
権
利
の
取
得

に
つ
い
て
は
、
農
業
委
員
会
に
そ

の
旨
の
届
出
を
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

　
こ
の
届
出
に
よ
り
、
農
地
の
権

利
取
得
を
農
業
委
員
会
が
把
握

し
、
届
出
の
あ
っ
た
農
地
に
つ
い

合
も
あ
り
ま
す
。

■
問
合
先
／
〈
国
税
〉
下
館

税
務
署
（
☎
０
２
９
６-

24-

２
１
２
１
）、〈
地
方
税
〉
茨
城

県
税
務
課
（
☎
０
２
９-

３
０
１

-

２
４
１
４
）
ま
た
は
桜
川
市
税

務
課
（
☎
58-

５
１
１
１
・
75-

３
１
１
１
代
表
）

て
そ
の
利
用
を
促
す
た
め
の
あ
っ

せ
ん
な
ど
を
行
い
、
農
地
の
有
効

利
用
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
　
　

農
地
の
利
用
権
設
定
（
未
相
続

農
地
等
）
に
は
同
意
書
を

　
未
相
続
農
地
・
共
有
農
地
に
対

す
る
利
用
権
の
設
定
に
は
、
下
表

の
関
係
相
続
人
等
の
同
意
が
必
要

で
す
。

■
問
合
先
／
農
業
委
員
会
事
務

局
（
☎
58-

５
１
１
１
・
75-

３
１
１
１
代
表
）

震
災
支
援
に
関
す
る
見
舞
金
な
ど
の

申
請
受
付
の
終
了
時
期

　
東
日
本
大
震
災
に
伴
う
住
宅
被
害
支
援
制
度
に
つ
い
て
は
、
既
に

広
報
さ
く
ら
が
わ
（
昨
年
12
月
１
日
号
）
で
掲
載
し
ま
し
た
。

　
今
回
は
、
申
請
受
付
の
終
了
時
期
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

＊
見
舞
金
・
義
援
金
／
平
成
24
年
３
月
30
日

＊
支
援
金
・
基
礎
支
援
金
／
平
成
25
年
４
月
10
日

　
　
　
　
・
加
算
支
援
金
／
平
成
26
年
４
月
10
日

 (

り
災
証
明
の
申
請
は
、
平
成
24
年
２
月
29
日
ま
で
に)

税制上の措置 概　　要 

県　税
不動産取得税
の軽減措置 

・�耕作等が困難となった農用地に代わ
る農用地を取得した場合、不動産取
得税の軽減を受けることができます。

・�警戒区域内にあった農用地に代わる
農用地を取得した場合、不動産取得
税の軽減を受けることができます。

市　税
個人住民税の
軽減措置 

住宅・家財等に損害を受けた方は、雑
損控除の適用により個人住民税の軽減
を受けることができます。

震
災
被
害
者
へ
の
税
の
軽
減
措
置

農
業
委
員
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

地方税の軽減措置

利用権設定年数 同意の割合

５年未満

関係相続人の

２分の１以上の

同意

５年以上
関係相続人全員の

同意

　
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
被
害
を
受
け
ら
れ
た
方
は
、
税
の
軽
減
な

ど
の
措
置
が
受
け
ら
れ
ま
す
。



「
手
打
ち
そ
ば
大
好
き
会
」
が

福
祉
施
設
で
年
越
そ
ば
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

空
手
道
選
手
権 

関
東
大
会
で

市
内
の
小
・
中
学
生
が
好
成
績

ク
リ
ス
マ
ス
の
慰
問
に

お
年
寄
り
た
ち
も
笑
顔

岩
瀬
小
学
校
６
年
生
が

幼
児
た
ち
に
「
読
み
聞
か
せ
」

箱
根
駅
伝
で

本
郷
地
区
の
海
老
原
さ
ん
が
力
走

「
サ
ン
ホ
ー
ム
真
壁
」
で
、
そ
ば
打
ち
の
準
備

を
行
う
手
打
ち
そ
ば
大
好
き
会
の
皆
さ
ん

関
東
地
区
空
手
道
選
手
権
大
会
で
優
秀
な
成

績
を
収
め
た
小
林
さ
ん
（
写
真
左
）、
岩
渕
さ

ん
（
同
右
）、
柏
さ
ん
（
同
中
央
）

『
マ
ル
・
マ
ル
・
モ
リ
・
モ
リ
！
』
を
披
露
す

る
「
桜
子
合
唱
団
」
の
子
ど
も
た
ち

幼
児
た
ち
を
前
に
絵
本
「
ハ
モ
の
ク
リ
ス
マ

ス
」
の
読
み
聞
か
せ
を
行
っ
た
岩
瀬
小
学
校

６
年
の
児
童
た
ち

今
年
の
「
箱
根
駅
伝
」
の
東
海
大
学
ア
ン
カ
ー

と
し
て
ゴ
ー
ル
に
駆
け
込
む
海
老
原
さ
ん

　
大
和
地
区
の
手
打
ち
そ
ば
大
好
き
会
（
広ひ

ろ

沢さ
わ

洋よ
う

一い
ち

会
長
／
会
員
30
人
）
の
皆
さ
ん
が
昨
年
末
、
市

内
の
福
祉
施
設
な
ど
を
訪
れ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ

る
手
打
ち
そ
ば
の
無
料
提
供
を
行
い
ま
し
た
。

　
同
会
が
訪
問
し
た
の
は「
ひ
だ
ま
り
の
家
」、「
さ

く
ら
が
わ
」、「
桃
香
園
」、「
サ
ン
ホ
ー
ム
真
壁
」

の
４
か
所
の
老
人
・
身
体
障
害
者
の
福
祉
施
設
。

そ
ば
打
ち
道
具
や
原
材
料
な
ど
一
式
を
持
ち
込
み

施
設
利
用
者
な
ど
に
、
打
ち
た
て
、
ゆ
で
た
て
の

お
い
し
い
そ
ば
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
し
た
。

　
広
沢
会
長
は
「
お
い
し
そ
う
に
食
べ
て
く
れ
る

皆
さ
ん
の
顔
を
見
る
と
、
そ
ば
を
打
つ
手
に
も
力

が
入
り
ま
す
。」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
千
葉
県
船
橋
市
総
合
体
育
館
で
開
催
さ
れ
た

「
第
36
回
関
東
地
区
空
手
道
選
手
権
大
会
」
に
、

茨
城
県
代
表
と
し
て
出
場
し
た
大
和
道
場
（
高
久

地
区
）の
３
人
の
選
手
が
好
成
績
を
収
め
ま
し
た
。

　
中
学
３
年
女
子
形
の
部
で
は
小こ

林
ば
や
し

里り

菜な

さ
ん

（
大
和
中
）
が
優
勝
、
ま
た
、
小
学
６
年
男
子
形
の

部
で
も
岩い

わ

渕ぶ
ち

拓た
く

未み

さ
ん
（
雨
引
小
）
が
優
勝
、
柏

か
し
わ

湧ゆ
う

斗と

さ
ん
（
羽
黒
小
）
が
第
３
位
と
な
る
な
ど
市

内
の
小
・
中
学
生
が
見
事
な
成
績
を
収
め
ま
し
た
。

　
３
人
は
「
日
頃
の
練
習
の
成
果
と
指
導
し
て
く

れ
た
先
生
や
支
援
し
て
く
れ
た
皆
さ
ん
の
お
か
げ

で
す
」「
進
学
し
て
か
ら
も
空
手
は
続
け
ま
す
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
昨
年
12
月
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
さ
つ
き
荘

（
富
岡
地
区
）
で
、
ク
リ
ス
マ
ス
会
が
開
催
さ
れ
、

施
設
利
用
者
の
皆
さ
ん
へ
「
桜

さ
く
ら

子こ

合
唱
団
」「
桜

さ
く
ら

川が
わ

磯い
そ

部べ

観か
ん

世ぜ

会か
い

」「
フ
ラ
・
ポ
ピ
ー
」
の
３
団
体

の
皆
さ
ん
か
ら
、
歌
や
仕
舞
・
フ
ラ
ダ
ン
ス
披
露

の
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、今
年
で
２
回
目
。
当
日
は
、

施
設
利
用
者
な
ど
約
80
人
が
参
加
し
、
出
演
者
た

ち
と
演
目
に
合
わ
せ
て
一
緒
に
歌
っ
た
り
、
踊
っ

た
り
楽
し
く
過
ご
し
ま
し
た
。

　
さ
つ
き
荘
の
友と

も

常つ
ね

千ち

恵え

子こ

施
設
長
は
、「
す
ば

ら
し
い
ク
リ
ス
マ
ス
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
い
た
だ
き
、

幸
せ
な
時
間
で
し
た
。」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
昨
年
12
月
、
岩
瀬
中
央
公
民
館
で
「
朗
読
の
会:

虹
」
が
毎
月
開
催
し
て
い
る
読
み
聞
か
せ
「
お
は

な
し
の
小
箱
」
で
、
岩
瀬
小
学
校
６
年
生
の
読
み

聞
か
せ
グ
ル
ー
プ
の
児
童
た
ち
が
、
幼
児
た
ち
に

紙
芝
居
や
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
を
行
い
ま
し
た
。

　
岩
瀬
小
学
校
で
は
、
昨
年
６
月
か
ら
生
涯
学
習

の
一
環
と
し
て
、「
朗
読
の
会:

虹
」
の
会
員
を

講
師
に
迎
え
、「
読
み
聞
か
せ
」
の
学
習
を
行
っ

て
お
り
今
回
、
同
会
と
一
緒
に
読
み
聞
か
せ
を
幼

児
た
ち
の
前
で
披
露
し
ま
し
た
。

　
読
み
聞
か
せ
を
披
露
し
た
児
童
た
ち
は
、「
小

さ
い
子
が
喜
ん
で
く
れ
た
こ
と
が
、
嬉
し
か
っ
た

で
す
。」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
今
年
行
わ
れ
た
第
88
回
東
京
箱
根
間
往
復
大
学

駅
伝
競
走
に
、東
海
大
学
の
ア
ン
カ
ー
（
第
10
区
）

と
し
て
、
本
郷
地
区
出
身
の
海え

老び

原は
ら

匠た
く
み

さ
ん
（
４

年
生
）
が
出
場
し
、
力
走
を
見
せ
ま
し
た
。

　
東
海
大
学
の
総
合
順
位
は
12
位
。
海
老
原
さ
ん

は
、
第
10
区
23.

１
㎞
を
1
時
間
13
分
42
秒
で
走

り
抜
き
ま
し
た
。

　
中
学
時
代
に
駅
伝
選
手
と
し
て
選
出
さ
れ
、
高

校
・
大
学
で
は
陸
上
部
の
長
距
離
選
手
と
し
て
駅

伝
に
出
場
し
て
き
た
海
老
原
さ
ん
、「
第
10
区
は
、

街
中
を
走
る
の
で
、
観
客
や
応
援
者
の
多
さ
に
と

て
も
緊
張
し
て
、
夢
中
で
走
り
ま
し
た
。」
と
話

し
て
い
ま
し
た
。

　
大
洗
高
校
音
楽
科
に
通
う
、川か

わ

那な

子ご

桜さ
く
ら

さ
ん（
鍬

田
地
区
）、
仁に

平へ
い

真ま

由ゆ

さ
ん
（
青
柳
地
区
）
の
２

人
は
、共
に
大
洗
高
校
の
マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド「
ブ

ル
ー
ホ
ー
ク
ス
」
に
在
籍
す
る
１
年
生
で
す
。

　
同
校
の
マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド
は
、
全
国
大
会
で

毎
年
優
秀
な
成
績
を
上
げ
て
お
り
、
昨
年
12
月
に

開
催
さ
れ
た
「
マ
ー
チ
ン
グ
・
バ
ト
ン
ト
ワ
ー
リ

ン
グ
全
国
大
会
」
で
も
最
優
秀
賞
を
受
賞
。

　
両
名
は
、
勉
強
や
厳
し
い
マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド

の
練
習
と
で
毎
日
忙
し
い
日
々
を
送
っ
て
い
ま

す
。今
回
、最
優
秀
賞
を
受
賞
で
き
た
こ
と
に
、「
日

頃
の
練
習
の
成
果
が
実
を
結
ん
で
、
満
足
い
く
演

奏
が
出
来
ま
し
た
。」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

全
国
大
会
最
優
秀
賞
の
大
洗
高
校

マ
ー
チ
ン
グ
で
市
内
の
学
生
が
活
躍

大
洗
高
校
『
ブ
ル
ー
ホ
ー
ク
ス
』
で
ス
ネ
ア
ー

ド
ラ
ム
を
担
当
す
る
川
那
子
さ
ん
（
写
真
左
）

と
ユ
ー
フ
ォ
ニ
ュ
ー
ム
を
担
当
す
る
仁
平
さ

ん
（
同
右
）
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「
も
っ
と
食
べ
ろ
！
」

下
泉
地
区
の
『
大
飯
祭
り
』

当
家
が
扮
す
る
神
様
が
山
盛
り
ご
飯
の
上
に
、

更
に
ご
飯
を
勧
め
て
回
り
ま
す
。

真
壁
町
羽
鳥
地
区
の
「
ど
ん
ど
焼
き
」
で
は
、

子
ど
も
た
ち
も
多
く
参
加
し
餅
な
ど
を
焼
い

て
食
べ
、
一
年
間
の
地
域
の
無
病
息
災
を
祈

願
し
ま
し
た
。

　
昨
年
12
月
、
下
泉
集
会
所
（
下
泉
地
区
）
で
、

そ
の
年
の
作
物
の
実
り
を
神
に
感
謝
す
る
と
と
も

に
、
地
区
の
人
た
ち
の
健
康
を
願
う
「
大
飯
祭
り
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
地
元
鹿
島
神
社
の
氏
子
た
ち
が
集
ま

り
、
神
主
に
よ
る
神
事
の
後
に「
物も

っ

相そ
う

」と
呼
ば
れ

る
７
合
の
ご
飯
を
、
サ
ン
マ
や
け
ん
ち
ん
汁
な
ど

を
お
か
ず
に
食
べ
合
い
ま
し
た
。
氏
子
が
物
相
を

食
べ
て
い
る
と
、
当と

う

家や

が
神
様
に
扮
し
て
現
れ
、

大
き
な
し
ゃ
も
じ
に
ご
飯
を
載
せ
て
、「
も
っ
と

食
べ
ろ
！
」
と
ご
飯
を
勧
め
て
回
り
ま
す
。

　
代
表
者
の
挨
拶
で
は
、「
震
災
で
も
、
今
年
も

豊
作
で
し
た
。」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

小
正
月
の
伝
統
行
事「

ど
ん
ど
焼
き
」

　
小
正
月
の
伝
統
行
事
「
ど
ん
ど
焼
き
」
が
、
1

月
14
日
（
土
）
の
夕
方
、
市
内
各
所
で
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
真
壁
町
羽
鳥
地
区
で
行
わ
れ
た「
ど
ん
ど
焼
き
」

で
は
、
地
域
の
方
約
１
０
０
人
が
、
青
竹
や
藁わ

ら

、

各
家
か
ら
持
ち
寄
っ
た
正
月
の
松
飾
り
・
ダ
ル
マ

な
ど
で
組
ま
れ
た
、
高
さ
約
12
メ
ー
ト
ル
の
櫓

や
ぐ
ら

の

下
に
参
集
。

　
そ
の
後
、
消
防
団
が
見
守
る
中
、
櫓
に
点
火
さ

れ
、
集
ま
っ
た
皆
さ
ん
は
、
燃
え
盛
る
火
に
餅
や

ス
ル
メ
な
ど
を
火
に
か
ざ
し
て
食
べ
、
一
年
間
の

地
域
の
無
病
息
災
を
祈
願
し
ま
し
た
。
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萩原総合法律事務所
弁護士法人

茨城県弁護士会所属  弁護士  萩原慎二

☎0296-48-8875
SATOHビル２階

下館駅南口

入口は南駐車場側となります
入口 パチンコ店

1F BIGFACE

Ｐ

法律相談  30分 5,250円～

『借金・離婚・交通事故』『借金・離婚・交通事故』

筑西市乙828-3 SATOHビル2階（JR下館駅南口徒歩30秒）

（月～金  9:00～12:00、13:00～17:30）

～よりよい明日への

　　　　一歩を共に～

INFORM
ATION

情
報
ひ
ろ
ば

「
茨
城
県
産
業
復
興
機
構
」設
立

茨
城
県
中
小
企
業
課

　
東
日
本
大
震
災
で
被
災
さ
れ
た
事

業
者
の
既
往
債
権
買
取
を
行
う
「
茨

城
県
産
業
復
興
機
構
」
を
、茨
城
県
、

独
立
行
政
法
人
中
小
企
業
基
盤
整
備

機
構
お
よ
び
県
内
地
域
金
融
機
関
な

５
１
１
１
・
75-

３
１
１
１
、
内

線
３
１
５
１
）

●
　
　
●
　
　
●
　
　
●
　
　
●

桜
川
市
臨
時
職
員
募
集

文
化
生
涯
学
習
課

■
募
集
人
数
／
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー 

１
名
、
安
全
管
理
員 

１
名

■
任
用
期
間
／
平
成
24
年
４
月
１
日

～
９
月
30
日
（
再
雇
用
あ
り
）

■
勤
務
場
所
／
谷
貝
小
学
校
ま
た
は

公
民
館
谷
貝
分
館

■
勤
務
日
／
毎
月
第
２
・
４
火
曜
日

（
祝
日
や
学
校
の
行
事
に
よ
り
日
程

変
更
あ
り
）

■
勤
務
時
間
／
15
時
～
18
時

■
業
務
内
容

・�

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
／
放
課
後
子

ど
も
教
室
の
企
画
や
準
備
、学
校
・

保
護
者
と
の
連
絡
調
整
な
ど

・�

安
全
管
理
員
／
活
動
時
や
下
校
時

の
子
ど
も
た
ち
の
安
全
管
理
、
活

動
準
備
や
片
付
け

■
賃
金
／
時
給 

８
５
０
円

■
勤
務
条
件
／
市
内
在
住
の
方

■
申
込
方
法
／
履
歴
書（
写
真
添
付
）

を
持
参
ま
た
は
郵
送

■
申
込
期
限
／
２
月
24
日（
金
）必
着

■
問
合
せ
・
申
込
先
／
文
化
生
涯
学

習
課
（
〒
３
０
０-

４
４
９
５ 

桜

川
市
真
壁
町
飯
塚
９
１
１ 

☎
58-

５
１
１
１
・
75-

３
１
１
１
、
内

線
３
２
２
２
）

●
　
　
●
　
　
●
　
　
●
　
　
●

『
家
族
介
護
者
交
流
事
業
』開
催

介
護
長
寿
課

■
日
時
／
２
月
24
日（
金
）、10
時
～

■
場
所
／
桜
川
市
真
壁
福
祉
セ
ン

タ
ー

■
内
容
／
介
護
者
の
メ
ン
タ
ル
ケ

ア
、
介
護
者
体
験
講
話
、
食
事
会

■
参
加
費
／
５
０
０
円
（
昼
食
代
含

む
）

■
募
集
人
員
／
40
人

■
申
込
期
限
／
２
月
20
日
（
月
）

■
問
合
せ
・
申
込
先
／
桜
川
市
社
会

福
祉
協
議
会
（
☎
０
２
９
６-

76-

１

３

５

７
）、

真

壁

支

所
（

☎

０
２
９
６-

54-

２
３
６
１
）

●
　
　
●
　
　
●
　
　
●
　
　
●

ビ
ー
ム
ラ
イ
フ
ル
体
験
講
座

桜
川
ス
マ
イ
ル
ク
ラ
ブ

■
日
時
／
２
月
12
日（
日
）、10
時
～

■
場
所
／
大
和
中
央
公
民
館 

講
堂

■
講
師
／
多た

田だ

尚な
お

克か
つ

先
生

■
定
員
／
40
名
（
小
学
生
か
ら
大
人

ま
で
）

■
参
加
費
／
無
料

■
問
合
せ
・
申
込
先
／
桜
川
ス
マ

イ
ル
ク
ラ
ブ
事
務
局
（
☎
０
９
０

-

６
７
９
３-

２
０
１
６
）、
桜

川
市
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
（
☎
58-

５
１
１
１
・
75-

３
１
１
１
、
内

線
３
２
３
１
・
３
２
３
２
）

●
　
　
●
　
　
●
　
　
●
　
　
●

「
平
成
23
年
度
桜
川
市
ス
キ
ー

教
室
」
参
加
者
募
集

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

　
ス
キ
ー
を
始
め
て
み
た
い
小
学
生

を
対
象
に
、
従
来
開
催
し
て
い
た
ス

キ
ー
教
室
を
、
新
た
に
桜
川
市
ス

キ
ー
教
室
と
し
て
開
催
し
ま
す
。

■
日
時
／
３
月
11
日
（
日
）、
４
時

30
分
集
合

■
場
所
／
会
津
高
原
だ
い
く
ら
ス

キ
ー
場

■
対
象
者
／
小
学
１
～
４
年
生
の
親

子（
親
１
名
ま
で
）、小
学
５
・
６
年
生

■
募
集
人
員
／
80
名

■
参
加
料
／
大
人 

４,
０
０
０
円
、

小
人 

３,
５
０
０
円

■
申
込
日
／
２
月
16
日
（
木
）、
19

時
～
19
時
30
分

■
申
込
場
所
／
大
和
中
央
公
民
館

■
問
合
先
／
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
（
☎

58-

５
１
１
１
・
75-

３
１
１
１
、

内
線
３
２
３
１
・
３
２
３
２
）

茨
城
県
警
察
音
楽
隊
創
立
50
周

年
記
念
お
ま
わ
り
さ
ん
の
コ
ン

サ
ー
ト
（
無
料
）茨

城
県
警
察
本
部

■
日
時
／
２
月
18
日
（
土
）、
13
時

開
場
、
13
時
30
分
開
演

■
場
所
／
結
城
市
民
文
化
セ
ン
タ
ー

「
ア
ク
ロ
ス
」（
結
城
市
中
央
町
２-

２
）

■
出
演
／
茨
城
県
警
察
音
楽
隊
、
茨

城
県
警
察
カ
ラ
ー
ガ
ー
ド
隊

■
プ
ロ
グ
ラ
ム
／
警
察
活
動
紹
介
、

演
奏
（
チ
ャ
ル
ダ
ッ
シ
ュ
、
世
界
中

の
こ
ど
も
た
ち
が 

な
ど
）

■
問
合
先
／
茨
城
県
警
察
本
部
総
務

課
広
報
広
聴
室
（
☎
０
２
９-

３
０
１-

０
１
１
０
）

ど
と
の
共
同
出
資
に
よ
り
設
立
し
ま

し
た
。

■
支
援
内
容
／
被
災
事
業
者
の
被
災

前
か
ら
の
債
権
を
、
新
た
な
資
金
調

達
を
条
件
に
金
融
機
関
か
ら
買
取

り
、
一
定
期
間
、
被
災
事
業
者
の
債

権
を
棚
上
げ
し
、
元
本
お
よ
び
金
利

返
済
を
凍
結
す
る
こ
と
に
よ
り
、
事

業
の
再
建
を
支
援
し
ま
す
。

■
問
合
先
／
茨
城
県
中
小
企
業
課

■
測
定
場
所
／
岩
瀬
庁
舎
駐
車
場 

地
上
１
ｍ
（
毎
週
月
曜
日
に
測
定
）

■
測
定
結
果
／
い
ず
れ
も
健
康
に
害

の
な
い
数
値
で
す
。

■
シ
ー
ベ
ル
ト（
Sv
）／
人
の
体
が
放

射
線
を
受
け
た
時
の
影
響
を
表
す
単

位■
問
合
先
／
環
境
対
策
課
（
☎
58-

５
１
１
１
・
75-

３
１
１
１
代
表
）

※
保
育
所
、
幼
稚
園
、
小
・
中
学
校
、

の
測
定
結
果
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

（
☎
０
２
９-

３
０
１-

３
５
５
４
）

い
ば
ら
き
公
共
交
通
利
用
促
進

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
ま

す
！

茨
城
県
企
画
課

■
公
共
交
通
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

・�

日
時
／
２
月
16
日
（
木
）、
13
時

～
16
時
30
分

・
場
所
／
茨
城
県
民
文
化
セ
ン
タ
ー

・
参
加
料
／
無
料

■
県
内
一
斉
ノ
ー
マ
イ
カ
ー
デ
ー

・
一
斉
取
組
日
／
２
月
10
日
（
金
）

■
問
合
先
／
茨
城
県
企
画
課
交
通
対

策
室
（
☎
０
２
９-

３
０
１-

２
５
３
６
）

「
上
野
沼
や
す
ら
ぎ
の
里
」
非

常
勤
職
員
募
集

商
工
観
光
課

■
募
集
人
員
／
１
名

■
任
用
期
間
／
平
成
24
年
４
月
１
日

～
平
成
25
年
３
月
31
日
（
再
雇
用
あ

り
）

■
勤
務
場
所
／
上
野
沼
や
す
ら
ぎ
の

里
キ
ャ
ン
プ
場

■
業
務
内
容
／
施
設
管
理
な
ど

■
勤
務
時
間
／
１
日
７
時
間
30
分
勤

務
（
時
間
帯
は
変
動
あ
り
）

■
賃
金
／
時
給 

８
５
０
円

■
募
集
要
件

①
65
歳
未
満
の
方

②
土
・
日
、祝
日
に
出
勤
が
可
能
な
方

③
普
通
自
動
車
免
許
を
有
す
る
方

④
パ
ソ
コ
ン
の
で
き
る
方

■
保
険
／
社
会
保
険
・
厚
生
年
金
・

雇
用
保
険
な
ど
の
加
入
あ
り

■
休
暇
／
条
件
に
よ
り
有
給
休
暇
あ
り

■
申
込
方
法
／
履
歴
書（
写
真
添
付
）

を
持
参
ま
た
は
郵
送

■
申
込
期
限
／
２
月
29
日（
水
）必
着

■
問
合
せ
・
申
込
先
／
商
工
観
光

課
（
〒
３
０
０-

４
４
９
５ 

桜
川

市
真
壁
町
飯
塚
９
１
１ 

☎
58-

　税・保険料は納期内に納

めるようにしましょう。

　また、納め忘れがなく

簡単で便利な口座振替制

度をご利用ください。

２月納期の
税・保険料

・・・・・

固定資産税　　　　４期

国民健康保険税　　８期

後期高齢者医療保険料　８期

介護保険料　　　　６期

納期限／２月 29日（水）

お
知
ら
せ

イ
ベ
ン
ト

募
　
集

　市民の皆様の声を行政に

反映するために、市長と語

り合ってみませんか。話題

はなんでも結構です。

■日時／ 2月 27日（月）

　9時～12時・13時～16時

■�場所／市役所  大和庁舎

（羽田 1023）

■�問合先／秘書広報課（☎

58-5111・75-3111代表）

※�次回／ 3 月 21 日（水）

　�農村環境改善センター（加

茂部 1491）　

市長と語ろう！

「市民の日」 桜
川
市
の
放
射
線
量

単位：マイクロシーベルト（μSv）／時間

※屋外活動制限基準値の目安は
　1.0 マイクロシーベルト／時間

測定日

（天気）

測定時間

9時 12時 15 時

１/10（晴） 0.104 0.100 0.110

１/16（曇） 0.109 0.106 0.098

１/23（曇） 0.097 0.116 0.104

震
災
関
連
情
報



下館ゴルフ倶楽部
筑西市茂田 ザ･ヒロサワ･シティTEL.0296（20）1111

２月14日（火）バレンタインレディースコンペ セルフ 10,000円
２月19日（日）きさらぎサンデー杯 セルフ 13,000円
２月29日（水）うるう年杯 セルフ 10,000円
料金には、朝・昼食代、税金、パーティー費、参加費を含みます

お一人様5,200円回り放題（昼食なし）
２（木）・３（金）・６（月）・10（金）・13（月）・17（金）・
20（月）・24（金）・27（月）

２月のセルフデー

下館パークゴルフ場
筑西市茂田 ザ･ヒロサワ･シティTEL.0296（22）4189

参加費 お一人様2,000円（税込）

いずれも参加費 お一人様1,500円（税込）
２月19日（日）月例オープン大会

２月28日（火）月刊パークゴルフ新聞杯

２月14日（火）バレンタインコンペ
２月４日（土）筑波チャレンジカップ

つくば歯科衛生専門学校
筑西市茂田 ザ･ヒロサワ･シティTEL.0296（23）1220

就職氷河期に、求人が10倍！歯科衛生士

体験
入学

学校見学・受験相談は、
ご希望に合わせて実施します

２月４日土

３
月
の
予
防
接
種

■
ポ
リ
オ

真
壁
地
区
の
方

・�

対
象
／
生
後
３
か
月
～
７
歳
６
か

月
未
満
児

・
日
時
／
３
月
１
日
（
木
）

・
会
場
／
真
壁
保
健
セ
ン
タ
ー

・�

受
付
時
間
／
13
時
15
分
～
13
時
45

分
・�

持
参
／
母
子
健
康
手
帳
、
体
温
計
、

予
診
票

岩
瀬
・
大
和
地
区
の
方

・�

対
象
／
生
後
３
か
月
～
７
歳
６
か

月
未
満
児

・
日
時
／
３
月
６
日
（
火
）

・
会
場
／
岩
瀬
福
祉
セ
ン
タ
ー

・
会
場
／
岩
瀬
福
祉
セ
ン
タ
ー

・
受
付
時
間
／
13
時
～
13
時
20
分

・�

持
参
／
母
子
健
康
手
帳
、
送
付
し

た
問
診
票
、
バ
ス
タ
オ
ル

真
壁
地
区
の
方

■
１
歳
児
健
診

・�

対
象
／
Ｈ
23
・
１
月
、
２
月
、
３

月
生

・
日
程
／
３
月
15
日
（
木
）

・
会
場
／
真
壁
保
健
セ
ン
タ
ー

・
受
付
時
間
／
13
時
～
13
時
20
分

・�

持
参
／
母
子
健
康
手
帳
、
送
付
し

た
問
診
票
、
バ
ス
タ
オ
ル

３
月
の
母
と
子
の
健
康
づ

く
り

■
離
乳
食
教
室

・�

対
象
／
生
後
５
～
10
か
月
児
の
保

護
者

・
日
程
／
３
月
７
日
（
水
）

・
会
場
／
大
和
中
央
公
民
館

・
受
付
時
間
／
10
時
～
12
時

・�
持
参
／
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
ま
た

は
バ
ン
ダ
ナ
、
ス
リ
ッ
パ
、
ふ
き

ん
１
枚
（
要
予
約
）

３
月
の
成
人
健
康
づ
く
り

■
総
合
健
康
相
談

・
対
象
／
母
子
、
成
人

・�

日
程
／
３
月
１
日（
木
）、22
日（
木
）

・�

会
場
／
健
康
推
進
課（
岩
瀬
庁
舎
）、

・�

受
付
時
間
／
13
時
15
分
～
13
時
45

分
・�

持
参
／
母
子
健
康
手
帳
、
体
温
計
、

予
診
票

３
月
の
乳
幼
児
健
診
・
育

児
相
談

岩
瀬
・
大
和
地
区
の
方

■
２
歳
児
歯
科
健
診

・�

対
象
／
Ｈ
21
・
12
月
、
Ｈ
22
・
１

月
・
日
程
／
３
月
９
日
（
金
）

・
会
場
／
岩
瀬
福
祉
セ
ン
タ
ー

・
受
付
時
間
／
13
時
～
13
時
20
分

・�

持
参
／
母
子
健
康
手
帳
、
送
付
し

た
問
診
票
、
バ
ス
タ
オ
ル
、
歯
ブ

ラ
シ
（
子
ど
も
用
と
仕
上
げ
み
が

き
用
）、
コ
ッ
プ

■
３
歳
児
健
診

・�

対
象
／
Ｈ
20
・
12
月
、
Ｈ
21
・
１

月
・
日
程
／
３
月
13
日
（
火
）

・
会
場
／
岩
瀬
福
祉
セ
ン
タ
ー

・
受
付
時
間
／
13
時
～
13
時
20
分

・�

持
参
／
母
子
健
康
手
帳
、
送
付
し

た
問
診
票
、
バ
ス
タ
オ
ル
、
歯
ブ

ラ
シ
（
子
ど
も
用
と
仕
上
げ
み
が

き
用
）、
コ
ッ
プ
、
尿
、
目
と
耳

の
ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙

■
１
歳
児
健
診

・
対
象
／
Ｈ
23
・
３
月
生

・
日
程
／
３
月
19
日
（
月
）

真
壁
保
健
セ
ン
タ
ー

・
受
付
時
間
／
10
時
～
11
時
30
分

※
子
ど
も
の
計
測
、
栄
養
相
談
は
要

予
約３

月
の
献
血

■
３
月
15
日
（
木
）

・
会
場
／
大
和
庁
舎

・�

受
付
時
間
／
10
時
～
12
時
・
13
時

～
15
時
30
分

■
３
月
27
日
（
火
）

・
会
場
／
真
壁
庁
舎

・�

受
付
時
間
／
10
時
～
12
時
・
13
時

～
15
時
30
分

３
月
の
精
神
保
健

■
精
神
保
健
デ
イ
ケ
ア

・
日
程
／
第
１
、２
、４
火
曜
日

・�

開
催
時
間
／
９
時
30
分
～
11
時
30

分
・�

内
容
／
仲
間
と
楽
し
い
時
間
を
過

ご
し
ま
せ
ん
か
。
お
気
軽
に
ど
う

ぞ
。（
要
予
約
）

■
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

・
日
程
／
３
月
５
日
（
月
）

・
会
場
／
岩
瀬
福
祉
セ
ン
タ
ー

・
開
催
時
間
／
13
時
～
15
時

・�

内
容
／
精
神
保
健
福
祉
士
が
担
当

し
、
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。（
要

予
約
）

■
う
つ
の
健
康
相
談

10さくらがわ　2012.2.111 さくらがわ　2012.2.1

健康ガイド
《問合先》健康推進課 ☎58-5111・75-3111（代）

３月分

Health guide
・
日
程
／
３
月
22
日
（
木
）

・
会
場
／
岩
瀬
福
祉
セ
ン
タ
ー

・
開
催
時
間
／
14
時
～
15
時
30
分

・�

内
容
／
精
神
科
医
師
が
担
当
し
、

秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。（
要
予

約
）

３
月
の
休
日
応
急
診
察
医

療
機
関

３
月
４
日
（
日
）

・�

医
療
機
関
名
／
延
島
ク
リ
ニ
ッ
ク

・
住
所
／
東
飯
田
６
０
０

・�

連
絡
先
／
☎
０
２
９
６-

58-

５
０
５
８

３
月
11
日
（
日
）

・�

医
療
機
関
名
／
な
か
は
ら
整
形
外

科
医
院

・�

住
所
／
真
壁
町
飯
塚
４
９
６-

１

・�

連
絡
先
／
☎
０
２
９
６-

23-

９
９
５
５

３
月
18
日
（
日
）

・�

医
療
機
関
名
／
大
和
ク
リ
ニ
ッ
ク

・
住
所
／
大
国
玉
２
５
１
３-

12

・�

連
絡
先
／
☎
０
２
９
６-

58-

７
７
８
８

３
月
20
日
（
火
）

・
医
療
機
関
名
／
仁
保
内
科
医
院

・
住
所
／
真
壁
町
真
壁
４
２
５

・�

連
絡
先
／
☎
０
２
９
６-

23-

８
０
８
８

３
月
25
日
（
日
）

・
医
療
機
関
名
／
袖
山
医
院
本
院

・
住
所
／
西
桜
川
１-

43

・�

連
絡
先
／
☎
０
２
９
６-

75-

２
０
１
９

※
当
番
医
は
、
変
更
に
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
の
で
、
休
日
の
場
合
は
各

庁
舎
の
日
直
、
ま
た
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
て
確
認
の
う
え
受
診
し
て

く
だ
さ
い
。

市
民
健
康
講
座

～
よ
く
あ
る
頭
痛 

怖
い
頭
痛
～

■
日
時
／
３
月
19
日
（
月
）　
13
時

30
分
～
15
時

■
場
所
／
真
壁
福
祉
セ
ン
タ
ー 

２

階
集
会
室
　

■
講
師
／
阿
部
田
医
院 

阿あ

べ

た

部
田 

聡
さ
と
し 

先
生

■
問
合
せ
・
申
込
先
／
健
康
推

進
課
（
☎
58-

５
１
１
１
・
75-

３
１
１
１
代
表
）

赤
ち
ゃ
ん
が
泣
く
主
な
理
由
は
？

○
お
な
か
が
す
い
た

○
お
し
っ
こ
　
○
う
ん
ち
し
た
い

○
ね
む
い
　
　
○
さ
む
い
、
あ
つ
い

○
さ
み
し
い

　
こ
れ
ら
の
ほ
か
、
理
由
も
な
く
泣

く
と
き
も
あ
り
ま
す
。

　
赤
ち
ゃ
ん
に
泣
か
れ
る
と
誰
で
も

イ
ラ
イ
ラ
し
ま
す
。
み
ん
な
一
緒
の

気
持
ち
で
す
。
で
も
大
丈
夫
。
お
母

さ
ん
は
悪
く
な
い
の
で
す
。

イ
ラ
イ
ラ
し
た
っ
て
い
い
の
で
す
。

赤
ち
ゃ
ん
が
泣
き
や
ま
な
い
と
き
の

対
処
方
法
は
？

○
抱
っ
こ
し
て
歩
く

○
お
っ
ぱ
い
や
ミ
ル
ク
を
あ
げ
る

○
オ
ム
ツ
を
交
換
す
る

○�

お
も
ち
ゃ
で
あ
や
し
た
り
、
話
し

か
け
る
な
ど

　
な
だ
め
ら
れ
そ
う
な
こ
と
は
何
で

も
試
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
ど
う
し
て
も
泣
き
や
ま
ず
に
、
お

母
さ
ん
が
イ
ラ
イ
ラ
し
て
我
慢
で
き

な
け
れ
ば
、
赤
ち
ゃ
ん
を
安
全
な
場

所
に
寝
か
せ
て
、
ま
ず
は
自
分
を
リ

ラ
ッ
ク
ス
さ
せ
ま
し
ょ
う
。
数
分
し

た
ら
も
う
一
度
戻
っ
て
赤
ち
ゃ
ん
の

様
子
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

※
そ
れ
で
も
泣
き
続
け
て
い
た
ら
体

温
を
測
っ
て
み
る
。
38
℃
以
上
あ
れ

ば
何
か
の
病
気
か
も
し
れ
ま
せ
ん
の

で
医
療
機
関
を
受
診
し
て
み
ま
し
ょ

う
。

土、日ＯＫ、夜８時まで教習、送迎バスあり（無料）、ローンあり

お問い合わせ

公認 明野自動車学校 ホームページ　http://www.areaguide.jp/akenods/
（52）2811☎0296

もうすぐ春休み、そして就職、入学・進学と
　　　その前の免許取得を明野自動車学校は応援します。
もうすぐ春休み、そして就職、入学・進学と
　　　その前の免許取得を明野自動車学校は応援します。

春休みを利用して春休みを利用して免許を取得しよう！免許を取得しよう！
マイペースプラン スピードプラン

運 転 許
自分のペースでコツコツと教
習。学校や仕事とのスケ
ジュール調整を図りながら無
理なく教習を進められます。

自分のペースでコツコツと教
習。学校や仕事とのスケ
ジュール調整を図りながら無
理なく教習を進められます。

“待ち時間なし”の無駄を省
いたプラン。混雑する時期に
オススメ。

“待ち時間なし”の無駄を省
いたプラン。混雑する時期に
オススメ。

免

　
赤
ち
ゃ
ん
を
な
だ
め
よ
う
と
思
っ
て
、
あ
る
い

は
イ
ラ
イ
ラ
し
て
思
わ
ず
激
し
く
揺
さ
ぶ
っ
た
り

す
る
と
、
赤
ち
ゃ
ん
の
頭
の
中
は
と
て
も
も
ろ
く
で

き
て
い
る
た
め
、
脳
に
障
害
が
残
っ
た
り
死
亡
し
て
し

ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ
を
「
乳
幼
児
揺
さ
ぶ
ら
れ
症
候
群
」
と

い
い
ま
す
。

赤
ち
ゃ
ん
を
揺
さ
ぶ
ら
な
い
で
！

〈泣かれたときのお母さんの気持ち〉

お母さん、赤ちゃんは泣くのが「仕事」です。
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有料広告募集！広
報
広
報

■サイズ　1枠 29mm×85mm、2枠 29mm×172mm
■掲載料　1枠 10,000 円、2枠 20,000 円■掲載料　1枠 10,000 円、2枠 20,000 円
　(月額）　※連続掲載で割引制度があります。　(月額）　※連続掲載で割引制度があります。

■問合先　秘書広報課 　58-5111・75-3111、内線1268

施
設
サ
ー
ビ
ス
の
種
類

・�

介
護
老
人
福
祉
施
設
（
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
）

　
常
に
介
護
が
必
要
で
、
自
宅
で
は

介
護
が
で
き
な
い
方
が
対
象
の
施
設

で
す
。
食
事
・
入
浴
な
ど
日
常
生
活

の
介
護
や
健
康
管
理
を
受
け
ら
れ
ま

す
。

・
介
護
老
人
保
健
施
設

　
病
状
が
安
定
し
、
リ
ハ
ビ
リ
に
重

点
を
お
い
た
介
護
が
必
要
な
方
が
対

象
の
施
設
で
す
。
医
学
的
な
管
理
の

も
と
で
の
介
護
や
看
護
、
リ
ハ
ビ
リ

を
受
け
ら
れ
ま
す
。

・
介
護
療
養
型
医
療
施
設

　
急
性
期
の
治
療
を
終
え
、
病
状
は

安
定
し
て
い
る
も
の
の
、
長
期
療
養

が
必
要
な
人
の
た
め
の
医
療
施
設
で

す
。

施
設
サ
ー
ビ
ス
の
費
用

　
サ
ー
ビ
ス
費
の
一
割
分
に
加
え
、

日
常
生
活
費
・
食
費
・
居
住
費
が
全

額
利
用
者
の
負
担
に
な
り
ま
す
。

◇
低
所
得
の
方
が
施
設
サ
ー
ビ
ス
を

利
用
し
た
時
の
費
用
（
下
表
参
照
）

　
低
所
得
の
方
の
施
設
利
用
が
困
難

と
な
ら
な
い
よ
う
に
、
食
費
・
居
住

費
の
一
定
額
以
上
は
保
険
給
付
さ
れ

ま
す
。（
負
担
限
度
額
認
定
）

　
低
所
得
の
方
は
、
所
得
に
応
じ
た

額
ま
で
を
負
担
し
、
基
準
費
用
額
と

の
差
額
分
は
介
護
保
険
か
ら
給
付
さ

れ
ま
す
。

　
適
用
を
受
け
る
に
は
市
へ
の
申
請

が
必
要
で
す
。

※
世
帯
員
全
員
が
非
課
税
で
あ
る
事

が
条
件
で
す
。

そ
の
他
の
施
設
（
地
域
密
着
型
）

・�������

認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
介
護（
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
）

　
認
知
症
高
齢
者
が
共
同
生
活
を
す

る
住
居
で
、
日
常
生
活
上
の
世
話
や

機
能
訓
練
な
ど
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
を

受
け
ら
れ
ま
す
。

※
原
則
と
し
て
、
他
市
町
村
の
施
設

は
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

※
負
担
限
度
額
認
定
は
対
象
外
で

す
。大

震
災
被
災
者
の
方
へ

　
東
日
本
大
震
災
で
自
宅
を
半

壊
以
上
り
災
し
た
方
は
、
介
護

サ
ー
ビ
ス
利
用
料
・
介
護
保
険

料
の
減
免
を
受
け
ら
れ
ま
す
。

　
手
続
き
が
お
済
み
で
な
い
方

は
、
至
急
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
合
先
／
介
護
長
寿
課(
☎
58

-

５
１
１
１
・
75-

３
１
１
１
、

内
線
２
３
３
６
）

介 護

保 険
vol.4

シリーズ「介護保険」の第 4回目（最終回）は、

施設におけるサービスの種類と利用の際の費用

についてご紹介します。

費用の 1割

＋

日常生活費

＋

食費

＋

居住費

利用者負担段階

居住費（１日分）　
※（　）内は介護老人福祉施設入所、または短期入所の場合 食費

（１日分）ユニット型
個室

ユニット型
準個室

従来型個室 多床型

基準費用額　課税世帯に属する方の平均的な費用 1,970 円 1,640 円
1,640 円

（1,150 円）
320 円 1,380 円

非
課
税
世
帯

第１段階　老齢福祉年金の受給者、生活保
護の受給者

820 円 490 円
490 円

（320 円）
0円 300 円

第２段階　合計所得金額＋課税年金額が
８０万円以下の方

820 円 490 円
490 円

（420 円）
320 円 390 円

第３段階　利用者負担段階２段階以外の方 1,640 円 1,310 円
1,310 円
（820 円）

320 円 650 円

施設サービス利用者の居住費・食費の負担限度額表（1日分）

施設サービスの
種類と費用
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市民の皆様の声を行政に反映するために、市長と
お話ししてみませんか。話題はなんでも結構です。
皆様のご来場をお待ちしています。

■時　間／９時～12時・13時～ 16時
■場　所／市役所 大和庁舎
■問合先／秘書広報課（☎58-5111・75-3111 代表）

市長と話してみませんか？
～市民の日～

２月２７日（月）

企
画
課
市
民
協
働
推
進
室（
桜
川
市
羽
田
９
８
９-

１

桜
川
市
大
和
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
「
シ
ト
ラ
ス
」
内
）

☎
０
２
９
６-

20-

６
３
０
０

市
民
が
主
役
の
ま
ち
づ
く
り

vol.14

あ 
な 

た

　
長
年
に
わ
た
り
真
壁
の
町
並
み
を

ス
ケ
ッ
チ
し
て
き
ま
し
た
中
村
裕
道

さ
ん
（
東
京
都
世
田
谷
区
在
住
）
が
、

そ
の
作
品
を
Ｄ
Ｖ
Ｄ
「
城
下
町
・
蔵

の
町
　
真
壁
の
街
並
み
と
雛
祭
り
」

に
ま
と
め
ま
し
た
。

　
中
村
さ
ん
は
15
年
前
、
真
壁
地
区

に
あ
る
企
業
の
経
営
指
導
に
訪
れ
、

そ
の
と
き
か
ら
真
壁
の
町
並
み
に
魅

せ
ら
れ
た
そ
う
で
す
。

　
そ
の
後
、
真
壁
を
訪
問
す
る
た
び

に
町
並
み
を
ス
ケ
ッ
チ
す
る
よ
う
に

な
り
、
そ
の
数
は
２
０
０
点
を
超
え

て
い
ま
す
。
平
成
16
年
に
は
画
集
を

出
版
、
そ
れ
に
併
せ
て
旧
真
壁
郵
便

局
で
作
品
展
も
開
催
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
数
年
前
か
ら
は
お
雛
様
の

ス
ケ
ッ
チ
に
も
取
り
組
み
、
そ
の
作

品
を
ひ
な
ま
つ
り
の
ポ
ス
タ
ー
に
ご

提
供
い
た
だ
く
な
ど
、
真
壁
の
ひ
な

ま
つ
り
に
も
貢
献
さ
れ
て
い
ま
す
。

─ 

ま
ち
づ
く
り
セ
ミ
ナ
ー 
─

　
今
回
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
完
成
を
記
念
し
、

上
映
会
と
中
村
さ
ん
に
ご
講
演
を
い

た
だ
く
「
ま
ち
づ
く
り
セ
ミ
ナ
ー
」

を
開
催
し
ま
す
。

◇
日
時
／
2
月
18
日
（
土
）
17
時
30

分◇
場
所
／
真
壁
伝
承
館 

1
階
会
議

室◇
講
演
／
「
真
壁
の
魅
力
と
再
生
に

つ
い
て
」

※
参
加
希
望
の
方
は
、
市
民
協
働
推

進
室
（
シ
ト
ラ
ス
内
）
ま
で
申
込
み

く
だ
さ
い
。

　
今
年
も「
大ま

ほ
ろ
ば和
流や

ぶ

さ

め

鏑
馬
競
技
大
会
」

が
次
の
と
お
り
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
昨
年
は
東
日
本
大
震
災
直
後
の
大

会
と
な
り
ま
し
た
が
、
30
騎
馬
が
出

場
し
観
客
を
魅
了
し
ま
し
た
。

　
今
回
は
、
被
災
地
で
あ
る
東
北
か

ら
も
多
く
の
選
手
が
参
加
し
、
復
興

へ
の
力
強
い
雄
姿
を
見
せ
て
く
れ
る

こ
と
で
し
ょ
う
。

■
日
時
／
3
月
31
日
（
土
）・
4
月 

1
日
（
日
）
９
時
～

■
場
所
／
大
和
地
区 

台
山
高
森
工

業
団
地
内

■
問
合
先
／
大
和
流
鏑
馬
競
技
大

会
実
行
委
員
会
〈
大
和
ホ
ー
ス

パ
ー
ク
内
〉（
☎
０
２
９
６-

58-

７
１
９
６
）

　
実
行
委
員
会
で
は
、
大
会
の
運
営

を
お
手
伝
い
し
て
い
た
だ
け
る
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
関

心
の
あ
る
方
は
ぜ
ひ
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

■
婚
活
情
報
■

バ
レ
ン
タ
イ
ン
パ
ー
テ
ィ
ー

◇
日
時
／
2
月
12
日
（
日
）
10
時
30

分
～
14
時
30
分

◇
場
所
／
レ
ス
ト
ラ
ン
「
オ
レ
ン
ジ

カ
フ
ェ
」（
筑
西
市
下
岡
崎
）

◇
募
集
／
40
歳
以
下
の
独
身
男
女
各

15
名
（
先
着
順
）

◇
参
加
費
／
男
性
６,
０
０
０
円
　

女
性
１,
５
０
０
円

イ
チ
ゴ
狩
り
パ
ー
テ
ィ
ー

◇
日
時
／
3
月
11
日
（
日
）
10
時
30

分
～
14
時
30
分

◇
場
所
／
ビ
ア
ス
パ
ー
ク 

し
も
つ

ま
（
下
妻
市
長
塚
）

◇
募
集
／
45
歳
以
下
の
独
身
男
女
各

15
名
（
先
着
順
）

◇
参
加
費
／
男
性
６,
０
０
０
円
　

女
性
１,
５
０
０
円

真
壁
の
町
並
み
に

　
　
　
魅
せ
ら
れ
て

～
中な

か

村む
ら

裕ひ
ろ

道み
ち

さ
ん

中村さんが制作したＤＶＤ「城下町・
蔵の町真壁の街並みと雛祭り」

昨
年
の
流
鏑
馬
競
技
大
会
の
様
子

■申込先
　メドウルミートクラブ〈小池〉
　（☎ 0296-25-2678）

大
和
流
鏑
馬
競
技

大
会
の
開
催
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新刊 紹介BOOK  REVIEW

岩瀬中央公民館
《児童図書》　

のんのんばあ　おばけどろぼう　　　　　水木しげる 作

トリゴラス　　　　　　　　　　　　　　長谷川集平 作

ハーブ魔女のふしぎなレシピ　　　　　　あんびるやすこ 作・絵

白いキリンを追って　　ローレン・セントジョン 著　さくまゆみこ 訳

《一般図書》

深川恋物語　　　　　　　　　　　　　　宇江佐真理　著

生きかた上手　　　　　　　　　　　　　日野原重明　著

節約の王道　　　　　　　　　　　　　　林　　　望　著

あなたはそっとやってくる　　　　　　　ジャクリーン・ウッドソン 著

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　さくまゆみこ　訳

【今月のお薦め本】

日本の自然災害　東日本大震災襲来
―津波による原発事故も収録―

日本専門図書出版 監修

貸
出
期
間 

▼ 

２
週
間
（
１
人
５
冊
ま
で
）

開
放
時
間 

▼ 

９
時
〜
17
時

休

館

日 

▼ 

月
曜
日
・
祝
日

問

合

先 

▼ 

☎
０
２
９
６-

75-

０
３
４
４

大和中央公民館
《児童図書》

放射線になんか　まけないぞ！　　　　　坂内　智之 著

劇場版　イナズマイレブンＧＯ　究極の絆グリフォン　富岡　淳広 著

ちびまる子ちゃんの暗誦百人一首（満点ゲットシリーズ／ちびまる子ちゃん）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　米川千嘉子 著

《一般図書》

鬼面館の殺人　　　　　　　　　　　　　綾辻　行人 著

イン・ザ・プール　　　　　　　　　　　奥田　英明 著

空中ブランコ　　　　　　　　　　　　　　　〃　　 著

町長選挙　　　　　　　　　　　　　　　　　〃　　 著

限界集落株式会社　　　　　　　　　　　星野　伸一 著

【今月のお薦め本】

NHK大河ドラマストーリー
平 清盛　前編
藤本　有紀 作

貸
出
期
間 

▼ 

２
週
間
（
１
人
５
冊
ま
で
）

開
放
時
間 

▼ 

９
時
〜
17
時

休

館

日 

▼ 

月
曜
日
・
祝
日

問

合

先 

▼ 

☎
０
２
９
６-

58-

７
１
１
７

有料広告募集！広
報
広
報

■サイズ　1枠 29mm×85mm、2枠 29mm×172mm
■掲載料　1枠 10,000 円、2枠 20,000 円■掲載料　1枠 10,000 円、2枠 20,000 円
　(月額）　※連続掲載で割引制度があります。　(月額）　※連続掲載で割引制度があります。

■問合先　秘書広報課 　58-5111・75-3111、内線1268

有料広告募集！広
報
広
報

■サイズ　1枠 29mm×85mm、2枠 29mm×172mm
■掲載料　1枠 10,000 円、2枠 20,000 円■掲載料　1枠 10,000 円、2枠 20,000 円
　(月額）　※連続掲載で割引制度があります。　(月額）　※連続掲載で割引制度があります。

■問合先　秘書広報課 　58-5111・75-3111、内線1268

《児童図書》

タンタンとアルファアート　　　　　　　エ ル ジ ェ 作

ウサギがいっぱい　　　　　　　　　　　ペギー　パリシェ 作

どんぐりむらのぱんやさん　　　　　　　なかや　みわ 作

くまさんのまほうのえんぴつ　　　　アンソニー ブラウンとこども 著

あかいぼうしのゆうびんやさん　ルース・エインズワース 作　こうもとさちこ 訳・絵

にこにこいちご　　　　　　　　　　わだことみ 作　　冬野いちこ 絵

《一般図書》

いねむり先生　　　　　　　　　　　　　伊集院　静 著

「親切」は驚くほど体にいい！　　　　　 ディビッド・ハミルトン 著

ルー＝ガルー（１・２巻）　　　　　　　 京極　夏彦 著

無冠の父　　　　　　　　　　　　　　　阿久　　悠 著　

金平糖の降るところ　　　　　　　　　　江國　香織 著

境遇　　　　　　　　　　　　　　　　　湊　かなえ 著

ＴＡＫＥ　ＩＶＹ　　　　　　　　　　　林田　昭慶 著

【今月のお薦め本】

凛と咲く　～なでしこ
ジャパン30年目の歓喜と挑戦～

日々野真理　著

貸
出
期
間 

▼ 

２
週
間（
資
料
合
計:

１
人
10
冊
ま
で
）

開
放
時
間 

▼ 

平
日
10
時
～
18
時
、土
・
日
曜
日
９
時
～
17
時

休

館

日 

▼ 

月
曜
日
・
祝
日

問

合

先 

▼ 

☎
０
２
９
６-

23-

８
５
２
５

真壁伝承館 真壁図書館
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文
芸 

さ
く
ら
が
わ

有料広告募集！広
報
広
報

■サイズ　1枠 29mm×85mm、2枠 29mm×172mm
■掲載料　1枠 10,000 円、2枠 20,000 円■掲載料　1枠 10,000 円、2枠 20,000 円
　(月額）　※連続掲載で割引制度があります。　(月額）　※連続掲載で割引制度があります。

■問合先　秘書広報課 　58-5111・75-3111、内線1268

有料広告募集！広
報
広
報

■サイズ　1枠 29mm×85mm、2枠 29mm×172mm
■掲載料　1枠 10,000 円、2枠 20,000 円■掲載料　1枠 10,000 円、2枠 20,000 円
　(月額）　※連続掲載で割引制度があります。　(月額）　※連続掲載で割引制度があります。

■問合先　秘書広報課 　58-5111・75-3111、内線1268

　
俳
　
句

【
大
和
俳
句
愛
好
会
】

山
茶
花
の
色
に
み
と
れ
て
バ
ス
を
待
つ鈴

木
ふ
み
い

誘
ひ
合
ふ
児
等
の
声
澄
む
寒
の
路
地

古
橋 

益
子

自
轉
車
で
走
る
小
道
も
日
脚
伸
ぶ

安
達 

幸
子

五
感
ま
だ
ほ
ぐ
れ
ぬ
ま
ま
に
春
立
ち
ぬ

鈴
木 

つ
ぎ

寒
明
け
や
見
舞
ふ
言
葉
を
選
び
つ
つ

岩
渕 

の
ぶ
子

早
春
の
野
に
出
て
清
し
風
と
日
と

田
中 

は
つ
い

里
山
は
師
走
と
な
り
て
彩
増
せ
り

皆
川 

和
子

ア
ル
バ
ム
を
山
ほ
ど
重
ね
炬
燵
の
座

鈴
木 

登
美
子

足
湯
に
て
朝
の
挨
拶
落
葉
散
る

田
代 

て
い
子

被
災
地
の
復
興
祈
り
初
日
の
出

代
田 

と
し

【
一
般
投
稿
】

金
箔
の
如
き
柚
子
添
へ
雑
煮
椀

木
下 

善
信

　
短
　
歌

【
花
の
室
　
木
崎
集
】

窓
達
は
陽
を
浴
び
ゆ
つ
く
り
睫
毛
閉
じ
大
欠
神
す

る
人
な
き
静
寂
　
　
　
　
　
　
　
　 

塚
田 

沙
玲

線
香
の
煙
の
道
は
ゆ
ら
ゆ
ら
と
壁
を
伝
い
て
笑
顔

の
母
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

大
久
保 

ま
さ
子

読
み
か
け
の
本
に
は
さ
み
し
栞
増
え
気
力
失
せ
た

る
我
を
戒
む
　
　
　
　
　
　
　
　 

櫻
井 

ハ
ル
子

団
子
虫
つ
ま
み
て
は
し
や
ぎ
し
腕
白
も
二は

た

ち

十
歳
と

な
り
て
物
理
を
学
ぶ
　
　
　
　
　
　 

塩
谷 

明
子

ブ
ル
ー
シ
ー
ト
の
屋
根
ぽ
つ
ぽ
つ
と
消
え
る
た
び

被
災
ス
ト
レ
ス
う
す
ら
い
て
ゆ
く
　 

鈴
木 

と
み

夜
の
更
け
の
騒
ぎ
の
人
声
聴
き
た
く
て
ガ
ラ
ス
戸

あ
け
れ
ば
狸
が
寄
り
く
る
　
　
　
　 

塚
本 

幸
子

背
な
に
い
て
眠
る
幼
の
ぬ
く
も
り
の
ほ
っ
こ
り
伝

わ
る
大お

お

な

い

地
震
の
あ
と
　
　
　
　
　
　 

西
岡 

和
子

一
握
の
生
業
す
ら
も
さ
ら
ひ
ゆ
く
原
発
生
み
た
る

親
は
何
処
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　 
野
村 

幸
男

聞
き
慣
れ
ぬ
セ
シ
ウ
ム
、
ヨ
ウ
素
、
ベ
ク
レ
ル
の

言
葉
聞
き
つ
つ
青
菜
を
湯
掻
く
　
　 

深
谷 
快
子

【
岩
瀬
短
歌
会
】

留
守
の
間
は
ま
か
せ
よ
と
張
る
し
ろ
が
ね
の
女
郎

蜘
蛛
の
網
わ
れ
を
見
送
る
　
　
　 

小
林 

美
瑳
子

晴
れ
わ
た
る
夜
空
を
今
宵
十
五
夜
の
月
粛
々
と
の

ぼ
り
て
来
た
り
　
　
　
　
　
　
　
　 

小
林 

む
ら

夕
暮
れ
の
茜
の
空
に
百
日
紅
情
念
の
ご
と
く
色
さ

し
て
落
つ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

岡
野 

�
子

わ
が
町
の
新
米
検
査
安
全
と
の
防
災
無
線
に
心
安

ら
ぐ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

石
田 

守
子

し
ば
ら
く
は
身
を
舐
め
い
し
に
外
猫
の
心
そ
ぞ
ろ

か
つ
と
走
り
去
る
　
　
　
　
　
　 

五
月
女 

静
江

ジ
ヤ
ツ
ク
と
豆
の
木
の
豌
豆
思
わ
せ
て
朝
顔
の
蔓

は
空
へ
と
の
ぼ
る
　
　
　
　
　
　 

渡
辺 

し
な
子

よ
か
つ
た
ね
結
婚
し
て
い
て
と
言
い
な
が
ら
夫
は

背
に
湿
布
を
貼
り
ぬ
　
　
　
　
　
　 

浜
野
和 

操

月
光
の
清
か
に
吾
を
つ
つ
む
と
も
晴
れ
ぬ
悩
み
の

ひ
と
つ
事
あ
り
　
　
　
　
　
　
　 

広
沢 

日
出
子

【
岩
瀬
萩
歌
会
】

呼
ぶ
声
は
つ
い
に
届
か
ず
君
は
逝
く
今
宵
三み

十な

七の

日か

う
る
む
月
光か

げ

　
　
　
　
　
　
　
　 

安
達 

悦
子

何
ご
と
も
今
宵
は
忘
れ
て
眠
れ
よ
と
鬼
怒
の
清
流

耳
に
や
さ
し
き
　
　
　
　
　
　
　 

安
達 

す
み
子

蔓
蕎
麦
の
枯
れ
草
の
中
薄
き
紅あ

色か

隠
れ
信
徒
の
ご

と
く
地
に
張
る
　
　
　
　
　
　
　
　 

大
関 

節
子

難
多
き
年
は
流
れ
る
宵
の
空
来
る
と
し
の
幸さ

ち

星
に

祈
り
ぬ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

角
田 

玉
枝

秋
陽
受
け
雅
に
煌
め
く
金
閣
寺
池
の
水
面
に
そ
の

姿か
げ

浮
か
べ
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

坪
井 

ゆ
き
子

八
十
路
こ
え
駅
伝
サ
ッ
カ
ー
の
応
援
に
孫
等
と
過

ご
す
初は

春る

の
一
時
　
　
　
　
　
　 

長
谷
川 

玲
子

枯
葉
散
り
秋
深
く
な
り
ゆ
く
庭
に
玉
の
露
置
く
今

朝
の
初
霜
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

石
川 

喜
代
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広報 No.153 2 月１日発行
　桜川市内で平成 23年度に 20 歳を迎える新成人

は 526 人。１月８日（日）、大和ふれあいセンター

「シトラス」で開催された“はたちの集い”には、

444 人が出席。色艶やかな着物やスーツで着飾っ

た新成人たちは、会場のあちこちで久しぶりの恩

師や旧友との再会に会話の花を咲かせました。

※このコーナーに掲載をご希望の方は、秘書広報課　（☎58-5111・75-3111 ／内線 1268）までお申込みください。

【 表　紙 】

っ ！ぁお き れくな

ひ
い
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
か
ら

ひ
と
こ
と

　
私
に
と
っ
て
は
、
ひ
孫
の
泰

ち
ゃ
ん
。
時
々
、
私
の
部
屋
に
遊

び
に
来
て
は
小
さ
な
手
を
合
わ

せ
、
仏
様
の
鐘
を
鳴
ら
し
て
か
わ

い
い
仕
草
を
見
せ
て
く
れ
ま
す
。

泰
ち
ゃ
ん
元
気
に
育
っ
て
ね
。

　
今
年
で
第
十
章
を
迎
え
た
『
真

壁
の
ひ
な
ま
つ
り
』（
２
月
４
日

～
３
月
３
日
）が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
ひ
な
ま
つ
り
期
間
中
、
以
下
の

期
間
は
岩
瀬
駅
か
ら
臨
時
バ
ス

「
和
の
風
号
」
が
、
１
日
２
台
運

行
さ
れ
、計
８
往
復
い
た
し
ま
す
。

　
町
内
の
交
通
渋
滞
、
駐
車
場
の

緩
和
の
た
め
臨
時
バ
ス
を
ご
利
用

い
た
だ
き
、
真
壁
の
ひ
な
ま
つ
り

を
ご
ゆ
っ
く
り
お
楽
し
み
く
だ
さ

い
。

■
運
行
区
間
／
岩
瀬
駅
前
～
旧
真

壁
駅

■
運
行
日
／
２
月
４
・
５
・
11
・

12
・
18
・
19
日
と
２
月
25
日
～
３

月
３
日
の
毎
日

■
料
金

・�

大
人
（
中
学
生
以
上
）
片
道

５
０
０
円
、
往
復
１
０
０
０
円

・�

子
ど
も
（
小
学
生
）
片
道

２
５
０
円
、
往
復
５
０
０
円

・
幼
児
は
無
料

■
問
合
先
／
商
工
観
光
課
（
☎
58

-

５
１
１
１
・
75-

３
１
１
１
代

表
）

パ
パ
・
マ
マ
か
ら
ひ
と
こ
と

　
２
人
は
パ
パ
と
マ
マ
の
大
切

な
宝
物
で
す
。
泣
い
た
り
笑
っ

た
り
、
い
ろ
ん
な
表
情
を
み
せ

な
が
ら
元
気
い
っ
ぱ
い
育
っ
て

ね
。

金か
な

敷し
き

　
澪み

お

ち
ゃ
ん
（
写
真
左
）

 

平
成
21
年
５
月
２
日
生

増ま
す

渕ぶ
ち 

泰た
い

誠せ
い

ち
ゃ
ん

 

平
成
22
年
８
月
22
日
生

（
真
壁
町
飯
塚
地
区
）

金か
な

敷し
き 

紅く
れ

葉は

ち
ゃ
ん
（
写
真
右
）

 

平
成
23
年
９
月
７
日
生

（
金
敷
地
区
）

臨
時
バ
ス
『
和
の
風
号
』
に
乗
っ
て

〝
真
壁
の
ひ
な
ま
つ
り
〟
へ
行
こ
う
！

旧真壁駅発⇒雨引観音⇒岩瀬駅着

１０：４５

１１：３５

１２：４５

１３：３５

１４：３５

１５：５５

１６：３５

１７：３５

１０：２５

１１：１５

１２：２５

１３：１５

１４：１５

１５：３５

１６：１５

※１７：１５

１０：１０

１１：００

１２：１０

１３：００

１４：００

１５：２０

１６：００

１７：００

岩瀬駅発⇒旧真壁駅着

１０：０５

１０：５５

１１：５５

１２：５５

１３：５５

１５：１５

１５：５５

１６：５５

　９：４０

１０：３０

１１：３０

１２：３０

１３：３０

１４：５０

１５：３０

１６：３０

岩瀬～真壁間　　臨時バス運行表

※17：15雨引観音発は乗車のみ
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